
 「第６回 ケニア総選挙に向けた 
     ナイロビ邦人安全対策連絡協議会」 
 
 
日時 ： 平成２９年９月１８日（月）１５：００～１６：００ 
場所 ： 在ケニア日本国大使館・大会議室 
 
【次第】            
                     
     １． 開会のあいさつ 
     ２． 今後の大統領選挙情勢について 
     ３． 治安情勢・安全対策について 
     ４． 質疑応答 
 
 
 

～ケニア日本人会･在ケニア日本国大使館 共催～ 



【再選挙決定後の動向】 

 １ 独立選挙委員会（ＩＥＢＣ） 

（１）１０月１７日（火）を大統領再選挙とする発表を行った。しかし、投票者
の人定事項照合及び投票結果の電子送信を行う機器（KIEMS）のシステ

ムの再設定に時間がかかるため、再選挙の延期が発表される可能性が
あることを各紙は報道。 

 

（２）再選挙を司るプロジェクト・チームをＩＥＢＣ委員長が独断で決定し、発
表したことに関し、他の委員や事務局員から反発が起き、また内部文書
が外部に漏洩する事態が発生。しかし、１１日に会合を行った結果、委員
長の下で一丸となって再選挙に臨むことを発表した。 

 

【注】９月２１日、独立選挙委員会（IEBC）は、大統領再選挙の日程に関し、

２０日の最高裁判決を受け、同判決を満たすべく、投票日を１０月１７日
（火）から１０月２６日（木）に変更することを発表した。 

  

 



２ 与党 

（１）ＩＥＢＣが発表した再選挙の日程を支持。 

（２）野党／元野党側政治家の取り込みに成功している。 

 ３ ＮＡＳＡ 

（１）再選挙日程に対する異議を表明。ＩＥＢＣの人事刷新及び電子システ
ムの検査・変更がない限り、同日の再選挙は認めず、日程を後ろ倒しす
べきと主張。 

（２）アイザック・ルト前ボメット郡知事及びピーター・ムニャ前メルー郡知
事が、ケニヤッタ大統領支持を表明。 

 ４ 最高裁 

  判決全文を未公表（２２日（金）までに公表予定）。 

  

 



【治安情勢・安全対策】 

１．９月１３日スポット情報発出 

２. ９月４日～本日までの治安情勢 

（１）与野党両陣営とも各地で集会を開催 

（２）９月１３日：キスムで与野党支持者による衝突 

（３）９月２２日までに最高裁判決 

３．今後の治安情勢 

（１）治安悪化が予想される時期 

資料のとおり 

（２）治安悪化が予想される地域 

キスム、ナイロビ、モンバサ 

（３）８月８日投票の大統領選挙との比較 

ア 与野党サポーターによる暴力的な衝突が発生する可能性。 

イ 一般治安が悪化する可能性。 

 

 



４．当館からの情報提供 

引き続き、領事メール、緊急ＳＭＳ等で、最新の治安情報を在留邦人に提
供予定。 

５．現在の在留邦人の行動基準 

（１）現在の行動基準 

   レベル１：十分注意 

対  応：各家庭・職場で、新聞、インターネット、テレビ、ラジオ等から情報
収集を行い、情勢の把握に努める。 

（２）お願い 

  ア 備蓄の補充 

  イ 有事に備えた緊急事態時の持ち出し携行品の確認。 

６．今後の予定 

（１）「第４回ナイロビ邦人安全対策連絡会（全在留邦人対象）」 

９月２３日（土）午前９時３０分～午前１１時、当館大ホールでの開催を予定。 

（２）「第７回ナイロビ邦人安全対策連絡協議会（８代表者出席）」 

１０月２日（月）午後３時～午後４時、当館大会議室での開催を予定。 以上 

 

 


